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2022年 10月 13日 
一般社団法人日本能率協会 

産業振興センター 

【報道資料】 
 

 

 
 
 

 
 
 

 

 

 
 

一般社団法人日本能率協会（JMA、会長：中村正己）は、2022 年 10 月 26 日（水）～28 日（金）の 3

日間、東京ビッグサイト（東京都江東区有明）にて行われる Japan Home ＆ Building Show 2022

内にて、工務店・ハウスメーカー・設計・商社などプロ向けの専門展示会「第 17 回ふるさと建材・家具見本

市」を開催します｡ 

世界的な木材不足がもたらした「ウッドショック」、ロシアによるウクライナ侵攻も続き、ウッドショックは

世界的にも、長期化する可能性が懸念されます。その木材不足を受け、いまだ高騰基調が継続しているな

か、国産材が注目されています。今回は 10の都道府県・団体が、各県内の企業と一緒にブースを構え、豊

富な山々、木々、森林に恵まれている日本のまだ市場に出ていない地場産の商材をご紹介します。 

 

◎出展する都道府県・団体一覧 

＜北海道＞ 

網走東部流域森林・林業活性化協議会、網走西部流域森林・林業活性化協議会、紋別木材協同組合 

＜秋田＞ 

大館北秋田地域林業成長産業化協議会 

＜石川＞ 

石川県木材産業振興協会、シモアラ、ムラモト、北陸リビング社、フルタニランバー、中島木材工業、 

中東、谷口、加賀木材 

＜新潟＞ 

加茂建具協同組合、加茂木製サッシ組合 

＜静岡＞ 

静岡県、静岡県木材協同組合連合会、鹿島木材、天龍木材、オールスタッフ、加藤木材産業、 

天竜国産材事業、丸志木材、大井川小径木加工事業、影山木材、小寺製材所、静岡乾燥木材加工セン 

ター、浜松市、キーウエストクリエイティブ 

＜岐阜＞ 

岐阜県木材協同組合連合会、岐阜県木材利用推進協議会、ライン工業、東濃地域木材流通センター 

トーホー、エスウッド、後藤木材、セブン工業、曽我木材工業 

＜三重＞ 

三重県木材協同組合連合会 

＜奈良＞ 

奈良県木材協同組合連合会、森庄銘木産業、KIZAIKU C+、ホーテック 

 

【取材のお願い】 

「第 17回ふるさと建材・家具見本市」開催 
北海道、秋田、石川、新潟、静岡、岐阜、三重、奈良、香川、宮崎が出展！ 

～工務店・ハウスメーカー・設計・商社などプロ向けの専門展示会～ 

- 2022年 10月 26日(水)～28日(金) 東京ビッグサイトにて - 
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＜香川＞ 

庵治石開発協同組合 

＜宮崎＞ 

宮崎県木材協同組合連合会 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 
 
◆注目の出展製品（抜粋）◆ 

株式会社谷口（石川県木材産業振興協会ブース内）（ブース番号：E4-V13） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

天龍木材株式会社（静岡県木材協同組合連合会ブース内）（ブース番号：E5-V01） 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各社の出展情報は公式ホームぺージ内の「WEBガイド」をご参照ください。 

https://www.jma-onlineservice.com/10all/webguide_jp_jhbs/ 

 

 

会場の様子 

BOIS-Art 「縫える木 シェード、ロールカーテ

ン、壁紙」 

木を極限まで薄くスライスし特殊な加工を施し、割れ 

ずに柔らかく曲げられる製品を開発。開発した木の

シリーズ【BOIS-Art】は、①ミシンで縫製ができ②

丈夫で③サステナブル素材。木の香が広がり「癒し」

の効果があります。本シートを使用したシェードやロ

ールカーテンの他、今後、多彩な分野への使用が期

待できます。摩擦・引張りの強度試験済・水濡・クリー

ニングテスト済・防災認定番号取得・ホルムアルデヒ

ド等級 F☆☆☆☆ 

「漆 内装材」  

漆塗りは日本を代表する工芸品の一つであり、漆

器の産地として有名な「越前 河和田」にて、漆塗

りの特徴を活かした近代的な技法によって、弊社

取扱商品の「ラフウォール」に漆塗りを施しました。 

「ラフウォール」は木材の表面を削る加工である

「なぐり加工」を施し、立体感のある美しい仕上が

りで空間を演出する商品ですが、そこに漆塗りを

施すことにより、木目を活かしながらも漆特有の

深みのある輝きを表現いたしました。 

https://www.jma-onlineservice.com/10all/webguide_jp_jhbs/
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総  称    Japan Home & Building Show 2022 

展示会名称   ●第 44回 ジャパンホームショー 

●第 17回 ふるさと建材・家具見本市 

●第 8回 店舗・商業空間デザイン展  

●第 7回 トイレ・バス・キッチン空間・設備フェア  

●第 6回 団地・マンションリノベーション総合展 

●第 5回 イノベーションオフィス総合展 

●第 8回 トイレ産業展 

●第 1回 解体・リノベーション総合展 

会  期    2022年 10月 26日（水）～28日（金） 10:00～17:00 

出展規模    244社/479ブース うち海外 37社／52小間 （10月 12日現在）（アメリカ、イタリア、 

オーストリア、カナダ、タイ、中国、フィンランド、台湾の計 8か国・地域が出展） 

来場予定者数 約 20,000名（同時開催展含む） 

来場方法   来場事前登録制／無料 

https://www.jma-onlineservice.com/10all/jp/registration.php 

から事前登録をお願いします。 

※同時開催展示会と再登録不要で相互入場できます。 

主  催    一般社団法人日本能率協会 

共  催     一般社団法人日本建材・住宅設備産業協会／一般社団法人リビングアメニティ協会 

一般社団法人住宅生産団体連合会／公益社団法人日本建築家協会 

会  場     東京ビッグサイト（有明・東京国際展示場） 東展示棟４～６ 

公式サイト   https://www.jma.or.jp/homeshow/tokyo/index.html 

●WEBガイド（出展企業などを検索できます。） 

  https://www.jma-onlineservice.com/10all/webguide_jp_jhbs/ 

 

 

 

 
取材にあたってはプレス登録が必要です。円滑な入場手続きのため、事前のプレス登録へのご協力を 

お願いします。 
※プレス登録いただいた方には、「プレスバッジ」「会場案内図」「取材に際してのお願い」をお渡しします。 
 
事前登録：「取材お申込みフォーム」からご登録ください。 https://www.jma.or.jp/press/  

『事前登録いただいた際の返信メール』のプリントアウトとお名刺 2枚をご用意の上、 

「プレス受付（登録所内）」にお越しください。 
 

■プレス受付（プレスルーム）の開設日時、場所 
 

開設日時 2022年 10月 26日（水）～10月 28日（金） 9:30～17:00 

場所 2か所ご用意しております。 西１商談室（２） ／ 東１商談室（３） 

 
当日、取材に関するお問い合わせがございましたら、プレスルームにお立ち寄りください。 
 

※プレス登録は、新聞、雑誌、テレビ、ラジオ、Web媒体などの取材／編集／報道に関わる方が対象です。 

報道機関の広告・営業部門、広告代理店、マーケティングリサーチ会社の方はご遠慮いただいております 

（上記の方は、一般登録でご入場いただけます）。ご理解の程、よろしくお願い申しあげます。 

 
 
 
 

取材申請について 

Japan Home & Building Show 2022 概要 

https://www.jma-onlineservice.com/10all/webguide_jp_jhbs/
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■プレスルーム地図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

【展示会に関するお問い合せ先】  

一般社団法人日本能率協会 産業振興センター 展示会ヘルプデスク  

E-mail：helpdesk@k3c.co.jp  ※件名に「展示会名」を入力してください。 

TEL：03-6809-1635 （受付時間 9：30 〜18：00 土・日・祝日を除く） 
 

【報道関係の方のお問い合わせ先】  

一般社団法人日本能率協会 広報・マーケティング室 担当：綿貫 

〒105-8522 東京都港区芝公園3-1-22 

TEL：03-3434-8620または090-6510-9161 E-mail：jmapr@jma.or.jp 

 

◆講演・セミナーをご取材される際のお願い 

取材される場合は、対象者の了解のもと行ってください。 

講演に使用された投影パワーポイント、配布資料およびテキストなどの無断転載は固くお断りいたします。 

講演内容を掲載する場合は、必ず講演者に許可を得てください。ご協力のほど、よろしくお願い申しあげ 

ます。 
 

プレスルーム 

東１商談室（３） 

プレスルーム 

西１商談室（2） 


